
研究テーマ 研究内容 具体的方策 成果 担当 外部協力機関

・きめ細かな生徒指導の充実
（基本的生活習慣の確立）
・授業規律の確保

・授業の開始・終了時の挨拶で分離礼を励行し、礼儀正しい態度を
身につけることができた。
・生徒指導部を中心に全職員で授業規律の確保に努め、授業に対す
る集中力を高めた。

生徒指導部、全職
員

・ステップアップサポート事
業の推進（学び直し、学び合
い、少人数授業）

・全職員をあげて授業改善に取組み、学び直し、学び合い(グループ
学習等)により授業への意欲を高め、基礎・基本の定着を図った。
・国語・数学・英語等で少人数授業を実施し、個に応じた細やかな
指導を実践できた。

学力向上研究委員
会、教務部、各教
科

ぐんま学びの会、産
業能率大学等

・キャリア教育の推進
・各種検定、資格取得の推進

・全学年で企業見学・上級学校見学を実施することで、企業・上級
学校への理解や進路意識を高めた。
・各種検定にチャレンジすることで、学習の成果を目に見える形で
実感させ、自信をつけさせた。

進路指導部、各教
科

地元企業、上級学校
等

・勝利や入賞を目指した取組
・各種コンクールへの取組

・各部とも練習や活動に励み、大会での勝利や入賞を目指せた。
・１学年では部活動への全員加入をすすめ、活動を活性化できた。

各部活動

・地域清掃（通学路、駅等）
・地域ボランティア
・募金活動

・ＪＲＣ部等による地域清掃や福祉施設へのボランティア活動等に
より、本校の活動や生徒の持つ良さを知ってもらうことができた。
・地域に貢献することで、地域住民からの信頼を得た。

生徒会、JRC部、吹
奏楽部、有志

下仁田駅、下仁田町
商工会、かぶらの里
等

・農作業体験等
・販売甲子園参加（地元食材
を使用）

・下仁田ねぎを学校で栽培し、ねぎを使ったレシピを開発できた。
・下仁田ねぎやコンニャクを使った商品を販売し、地域の食材を来
場者にアピールできた。

下仁田ふれあいア
カデミー委員会

地元農家、下仁田町
商工会、高崎経済大
学等

地域の教育機関
等との連携

・地域学習（神津牧場、荒船
風穴、下仁田ジオパーク）
・下仁田発見ウォークラリー

・１・３年生による神津牧場・荒船風穴見学、１年生による町の
ウォークラリーにより、地域への理解を深めた。
・荒船風穴をテーマとした講演会を全校で開催し、世界遺産の魅力
を知ることができた。

担当学年団、下仁
田ふれあいアカデ
ミー委員会

下仁田町歴史館、下仁
田町産業観光課等

地域と連携した
キャリア教育の
推進

・インターンシップ
・２年生が２日間のインターンシップを実施し、キャリア意識を向
上させた。
・地元企業等の協力を得ることで、地域との連携を図った。

進路指導部、担当
学年団

地元企業、専門学校
等

学校施設の地域
への開放

・図書館の開放 ・学校施設を地域に開放することで、地域に根ざした学校づくりに
貢献できた。

下仁田ふれあいアカ
デミー委員会、事務
部、図書館

下仁田町役場

教育力の地域へ
の発信

・地元小中学校との交流（委
員会活動、部活動等）

・下仁田中学校との英語科授業交流により、互いに刺激しあえた。
・学校保健委員会を下仁田中学校と合同で開催し、歯と口の健康を
テーマにグループワークを行い、発表しあった。

生徒会、各部活
動、英語科

地元小中学校

学校施設の
地域開放と
教育力の地
域への発信
に関する研

究
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地域から信
頼される高
校教育に関
する研究

規律ある充実し
た高校生活を過
ごすための工夫

地域への貢献
地域との交流

地域の教育
力を生かし
た高校教育
の推進に関
する研究


